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教会の典礼の暦は、待降節から新たに始まります。典礼の暦のはじめは、降誕祭に向け
た準備のときである待降節です。待降節はその名の通り、降誕を待つときであり、特に
信仰における「待つ」ということの意味を考えさせられる季節でもあります。この待降節
の前半は、わたしたちの救いの完成の時、すなわち世の終わりに焦点があてられ、後半は
救い主の誕生を黙想するように私たちを招きます。どちらの部分でも、その黙想を通じ
て、いまをどのように生きるべきなのかを信仰の視点から考えるときとなっています。

ルカ福音において、「放蕩や深酒や生活の煩いで、心が鈍くならないように注意しなさい」
と弟子たちに語られる主イエスは、「いつも目を覚まして祈りなさい」と促します。すな
わちわたしたちの信仰生活の姿勢において「待つ」ことは、ただ欲望に身を任せてだら
けていることではなくて、何かに注意を向け続け、常に即応体制にあることを意味して
います。

「目を覚まして祈りなさい」という言葉は、単に覚醒状態であり続けることを促してい
るのではなく、祈りのうちに「時のしるし」を読み取り、主が命じられた生き方を続け
る努力を求める言葉です。時のしるしを読み解くことは、一人でできることではありま
せん。先日も触れましたが、現代世界憲章によれば、それは教会共同体全体の使命であ
り、まさしく教会が現代社会に預言者として存在することを意味しています。まさしく
シノドスの道が、一人で孤独に歩む道ではなく、皆で支え合い耳を傾け合いながら、能
動的に歩む道であり、さらにそれは祈りのうちに共同で聖霊の導きを識別することへと
繋がります。わたしたちは、ただ座して何かが起こるのをじっと待っているのではなく、
常に前進を続け、共に祈りのうちに識別を続けながら、行動的に主の時を待たなくては
なりません。

様々な困難な現実が展開し続ける世界の現実にあって、わたしたちはどのように行動す
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るべきなのでしょう。「ときのしるし」を読み取るために、まさしくシノドス的な教会で
あり続けることが不可欠です。「神に喜ばれる」生き方を見出すのは、ひとり個人の務め
ではなくて、教会共同体に与えられた使命でもあります。

わたしたちの歩みは、漠然とした旅路ではありません。教皇様は聖年の開始を告知する
大勅書「希望は欺かない」にこう記しています。

「キリスト者の人生は、目的地である主キリストとの出会いを垣間見せてくれるかけが
えのない伴侶、すなわち希望を養い強める絶好の機会をも必要とする旅路だということ
です（5）」

わたしたちが目指すのは、ひとり自分だけが品行方正に正しく生きることではなく、共
に旅路を歩みながら、希望を高く掲げ、それを言葉と行いで証しし続ける希望の巡礼者
の旅路を歩むことです。




